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アジア版 あなたの街に”住みます”プロジェクト  
“住みますアジア芸人”が、インドネシア&マレーシアより 
「キングオブコント2015」1回戦に挑戦しました！ 

-- ご案内 --  
アジア各国・地域でジャパンコンテンツを創造・発信し、総合エンタテインメント・ビジネスを推進することを目的に設立した
合弁会社「MCIP ホールディングス」の活動の一環として、アジアへの最初のかけ橋となるプロジェクト「アジア版 あなたの街
に”住みます”プロジェクト」が、吉本興業の主導にてスタートしております。全9組13名の芸人が「住みますアジア芸人」とし
て、台湾・タイ・インドネシア・マレーシア・ベトナムで、生活の基盤を整え活動しております。 
そして本日、“日本のカルチャーをアジアへ、そしてアジアのカルチャーを日本へ”を目指し、マレーシアとインドネシアより2組の
住みますアジア芸人が、外国人の相方と組み、現地で活躍しているユニットで「キングオブコント1回戦」に出場しました。 
インドネシアの「ザ・スリー」は、インドネシア人のトドアン（24歳）が加わり4人で、そしてマレーシアのエスディーきんじょうは、
現地で活躍するコメディアンのザック（36歳）、ミュージシャンのサイフル（38歳）とともにトリオをとしてネタを披露しました。
さらに、二代目 三波伸介率いる「まんてんトリオ」 、『キングオブコント2013』チャンピオンのかもめんたるも登場しました。  

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
（株）よしもとクリエイティブ・エージェンシー  プロモーションセンター 担当：生井   

【TEL】 03-3209-8256  【携帯】 080-1501-3845（生井）  【E-mail】 namai.azusa@yoshimoto.co.jp 

ネタの披露後には4組が合同で囲み会見を行い、今回の挑戦について語りました。  
インドネシアでは、現在はショッピングモールを中心に活動しているというザ・スリーは、
「ザ・スリー＋トドアン」として出場。現地ではインドネシア語でネタをしていますが、一
緒に来たトドアンは日本語をあまり話せないらしく、「トドアンは今なぜここにいるのか
もわかってないんです」と浦が発言。また、「久しぶりに日本に帰って来られて、インド
ネシアで鍛えた笑いを見せられたんじゃないかなと思っています」（山口） 
「久しぶりに日本語でネタをやったので、逆に難しかった」（浦） 
「僕は日本語でネタをやれて嬉しかった」（濱田）と、それぞれ感想を語りました。
日本にいた時は賞レース前、ゲン担ぎで３人で神社にお参りに行っていたという 
ザ・スリー。今回はトドアンを連れて、花園神社へ参拝したそうですが、「僕の英語
の発音が悪すぎて、GOD（神）がGOAT（ヤギ）に聞こえちゃったみたいで、“な
んでそんなのにお祈りしなきゃいけないんだ？”って聞かれました」（浦）と苦笑。ト
ドアンとの言葉のコミュニケーションには、まだまだ苦労しているようでした。  
エスディーきんじょうは、まだコンビ名を決めかねているそうですが、「僕がマレーシアに
持って行ったブラックサンダーを相方2人が気に入ってくれて。ブラックサンダーかバニラ
かで悩んでいます」と説明。ピン芸人のきんじょうがトリオを組んだ経緯については、
「僕のマレーシアでの最初の舞台に2人が来ていて。終わってから近づいてきて“面
白かったよ”と日本語で言ってくれた。流暢に日本語を話せる2人なので、今日もア
グレッシブなコントができたんじゃないかと思う」（エスディーきんじょう）と自信を覗か
せました。また、「マレーシアにも『キングオブコント』のような大会があって、賞金は
9000万円。そちらにも挑戦したい」と意気込みました。  
先ほど本日の結果が発表され、残念ながら“住みますアジア芸人”2組とも1回戦は
通過できませんでしたが、これからもお笑いや日本の文化を通じ、日本とアジアをつ
なぐアンバサダーとして、活動の幅を広げていく予定です。 

 ▼住みますアジア芸人（9組13名）   
台湾：漫才少爺（マンザイボンボン）、タイ：あっぱれコイズミ、ぼんちきよし、ベン山形 
インドネシア：ザ・スリー、そこらへん元気、アキラ・コンチネンタル・フィーバー 
マレーシア：エスディーきんじょう、 ベトナム：ダブルウィッシュ  
▼ 「アジア版 あなたの街に”住みます”プロジェクト」の目的 
アジアでのエンタテインメント事業展開の基盤を構築すること。「住みますアジア芸人」は、各国で
日本のエンタテインメントコンテンツを広める伝道師として、現地に密着し、現地の人々の生活、
笑い、エンタメ、流行、そして言語を学び、自らジャパンコンテンツを現地の人々に発信し、さらに
日本に向けて各国の情報を発信しています。そして、各国で人気者になることを目指します！  

【アジア版 あなたの街に住みますプロジェクトホームページ】  http://sumimasu.asia/ 
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